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エコツーリズムへの取組段階：始動期 

3-5． NPO 法人フジの森（東京都西多摩郡檜原村） 

（1）アドバイザー派遣申請の背景 

●地域の概要 

檜原村の面積は 105.42km2となっており村の周囲を急峻な山嶺に囲まれ、総面積の 93％が林野で平坦地は少な

く、村の大半が秩父多摩甲斐国立公園に含まれている。 

村の中央を標高 900m～1,000m の尾根が東西に走っており両側に南北秋川が流れていて、この川沿いに集落が

点在している緑豊かな村である。人口は、平成 26 年 1 月 1 日現在 2461 人。 

【 位置 】 

東京都多摩地域の中で唯一の「村」であり、都心から約 50km はなれた東京の西に位置する緑豊かな大自然の中

にある。 

 南は山梨県、神奈川県に接し北は奥多摩町に、そして東側がわずかにあきる野市に向けて山が開け、村外への

交通路となっている。 

【 自然 】 

自然の宝庫、東京都の奥座敷といわれており、豊かな自然は多くの動植物を育み、奥秋川の清流と奥深い山々は、

格好の繁殖地として多くの鳥獣や植物を東京の中で見ることができる数少ない貴重なところである。 

【 歴史 】 

村の歴史も古く、明治 22 年の立村以来百有余年、名称も区域もそのままで秋川源流の大自然の中で貴重な歴史

を積み重ねてきた。 

縄文時代の遺跡をはじめ多くの出土品が発掘されており、伝統芸能は式三番叟、神代神楽、囃子、太神楽、獅子

舞等が連綿と伝承され、毎年初秋には各地域で盛大に上演される。 

【 観光 】 

観光面では、村の 80％が秩父多摩甲斐国立公園となっており、豊かな自然の佇まいそのもの全てが観光資源で

ある。 

村を訪れる観光客は、四季様々な彩りに魅せられ、年間 37 万人にも及んでいる。 

また神戸岩や払沢の滝、歴史・文化遺産を展示した郷土資料館や滝巡りなどの観光ルートや、山岳自然公園の都

民の森が人気の的となっており、加えて、民宿の多い数馬地区に「数馬の湯」温泉センターもあり、日帰り観光を

含め多くの方々に親しまれている。 
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●アドバイザー派遣申請の背景・これまでの取り組み 

檜原村の各地域において観光客向けの様々な企画が行われるようになり、ガイドもいる。そこで真板氏のエコツ

ーリズムツアーの方式を伝えながら、各々の地域で企画をたて、それを檜原全体のツアーに出来るように考えた。 

 

（2）アドバイザー派遣実施の概要 

日 時 平成 26 年 1 月 18 日（土）～平成 26 年 1 月 20 日（月） 

場 所 東京都西多摩郡檜原村 本宿地域 

ア ド バ イ ザ ー 京都嵯峨芸術大学 芸術学部 観光デザイン学科 教授 真板 昭夫 氏 

参 加 者 

檜原村職員：檜原村都民の森所長、檜原村産業観光課、東京都レンジャー（現・元）、温泉センタ

ー数馬の湯センター長、檜原村森林セラピー推進協議会会長他、檜原村払沢の滝冬まつり実行委員

会会長他、延べ 16 名 

スケジュール・方法 

【1 日目】 

・四季の里にて食事（地産地消食材） 

・本宿周辺の観光視察  

檜原村ふるさとの森・払沢（ほっさわ）の滝・石仏、春日神社、岩船地蔵、吉祥寺 

・講演会「エコツアーの商品化と事業化」  

エコツアーの作り方、エコツアーの情報発信、 

エコツアーを業として成り立たせるための仕組みづくり 

【2 日目】 

・前日のアドバイスを受けて地元事業者を視察・意見交換 

ちとせ屋・たちばな屋・㈱田中林業・㈱チェンソーズ・檜原村観光協会、 

東京都レンジャー（檜原地区）  

【3 日目】 

・前日のアドバイスを受けてエコツアー企画を検証 

 

（3）アドバイスの内容 

真板氏が「エコツアーの商品化と事業化」の講演会を行い、まずエコツアーの作り方について、先進地の事例を

挙げて説明、次にエコツアーの情報発信の例としてその地域の資源・魅力を網羅したフェノロジーカレンダー（季

節暦）について述べ、次いでエコツアーを業として成り立たせるための仕組みづくりについて説明、直ちに参加者

に呼びかけ、本宿地区におけるフェノロジーカレンダーの制作作業に入った。 

なお、作業の合間に真板氏から、エコツアーの基本になる地域の季節ごとの情報を作るフェノロジーカレンダー

制作は、ツアーのストーリーを考える基本であるとアドバイスがあった。 

今回は、下記「アドバイザー派遣実施の効果」の記載にある通り、参加者の意識が高かったため、初めに南大東

島のフェノロジーカレンダーと檜原村でも 15 年前に（数馬地区）で作ったマップを参考資料として提示して説明

を加えたため、参加者は特に質問はなく、早速本宿地区で作ってみようとの声が上がった。 

そこで、すぐに用意した模造紙（写真講演会の様子参照）の横軸に 4 月〜3 月、縦軸に自然・祭行事・文化・風

景イベントに分けたところに、各参加者が付箋に情報を書き入れて、貼り付ける作業を続け、フェノロジーカレン

ダーが出来た。 
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●1 日目 

                

 
四季の里にて食事（地産地消食材） 

        

 
地元食材を活かした「ひるげ」 

                

 
本宿周辺の観光視察 ふるさとの森 

        

 
払沢の滝とその案内板 

 

 
春日神社 

 

 

春日神社境内の村天然記念物ケヤキ 
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岩船観音 

 
吉祥寺 

 

 
四季の里を会場に参加者にアドバイス講演会 

 

 
 

 

●2 日目 

                

 
地元事業者を視察・意見交換 ちとせ屋 

        

 
橋本旅館 
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●3 日目 

 

 
エコツアー企画を検証 

         

 
完成したフェノロジーカレンダー作業図 
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（4）アドバイザー派遣実施の効果 

●参加者や関係者に与えた効果 

真板氏が、フェノロジーカレンダーの講評を行った際に、参加者から今後もこのような集まりを継続して欲しい、

その際はぜひ参加したいとの声があがった。 

 

●今後の期待される効果 

今回のメンバーは檜原の各々の場所で企画を考え始めている。 

冬まつり実行委員会は、檜原村の中心部（本宿地区）で活動し、日本の滝百選の「払沢の滝」で氷瀑クイズ・フ

ォトコンテスト・ほっこり市（2/2）等を企画している若手のメンバーである。今後この地区のフェノロジーカレ

ンダーを制作し、エコツアーまでの企画を立てていく考え。 

森林セラピー協議会は、檜原村都民の森のセラピーロードと近隣の数馬地区と檜原の活性化を考えている。 

数馬の湯は、平成 25 年 10 月 24 日に「数馬の湯トラベル」を設立した。登山・ハイキングに温泉、健康体操、

送迎等が付いたガイドツアーの企画も立てている。この地区のフェノロジーカレンダーやマップ作りも考えている。 
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●今後の取り組み 

・今回の「エコツーリズム推進アドバイザー派遣」の実施が、参加者や関係者に与えた効果として、檜原村の各々

地域での企画を、この真板氏のアドバイスにより、今後も継続的に集まりを持つこととなった。 

・今後の地域におけるエコツーリズムの推進に対してもたらされることが期待される効果として、ツアー企画を考

える基準が檜原内で多く組まれることにより、参加の選択肢が増え、村の活性化に繋がることが挙げられる。ま

た、エコツーリズムの定義である、下記を共有することにより特化したツアーを檜原村全体で企画することが出

来る。 

 (1)自然・歴史・文化など地域固有の資源を生かした観光を成立させること。 

 (2)観光によってそれらの資源が損なわれることがないよう、適切な管理に基づく保護・保全をはかること。 

 (3)地域資源の健全な存続による地域経済への波及効果が実現することをねらいとする、資源の保護＋観光業 

の成立＋地域振興の融合をめざす観光の考え方である。それにより、旅行者に魅力的な地域資源とのふれ 

あいの機会が永続的に提供され、地域の暮らしが安定し、資源が守られていくことを目的とする。 

・今後の取り組みとしては、フェノロジーカレンダーをデータ化して、参加者で共有し、ツアーのストーリーを考

える。 

 

（5）アドバイザー派遣を実施して（地域からの声） 

●参考となった事項 

エコツーリズム協会が旅行業を取得していることによる協力体制 

認定を行う計画が参考になった。 
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（6）エコツーリズム推進アドバイザーから地域へのアドバイス 

京都嵯峨芸術大学 芸術学部 観光デザイン学科 教授 真板 昭夫 氏 

●地域におけるエコツーリズム推進の取組の現状と課題 

檜原村フジの森は富士フィルムグリーンファンドのモデル地域として資金の提供を受けて宿泊体験施設「フジの

森」を建設し、地元の青年会であった冬来塾が中心となって、都市に住む人々に森の中での自然活動や森づくり体

験プログラムを提供する所からスタートしている。後に、今から数年前に周辺の森林 2ha を村に買い取ってもらっ

て、NPO 法人「フジの森」として第二期のスタートを開始。宿泊施設としての「フジの森」の活用、さらに指定

管理施設として「教育の森」研修施設を連携活用し、様々な体験プログラムを年に 90 回以上実施している。また

「四季の里」レストランを地域のお母さん達の参加を促しながら運営し、観光客に郷土食を提供したり、さらには

木を用いたログハウスや檜原紅茶などの様々な物産開発を行って村の活性化に係っている。さらに自然ふれあい体

験地域づくりとして、放置されていた森を整備活用した「ふるさとの森」作りを進めている。 

檜原のお母さんたちを巻き込んだ食と地域の若者による体験と研修、そして森作りをコーデュネイトして、一体

化させた村おこしに係る「エコツーリズムプログラム」の策定を開始し、実施に向けた体制づくりの準備を始めて

いる。 

課題としては NPO 法人フジの森では、エコツーリズムをじっくり進めて行く上での環境整備と体制がほぼ完成

し、いよいよ最終段階の本格的なエコツアーの実践段階に入ったと言えるのではないか。そのために、ツアーを実

現できる旅行資格を持った外部団体との連携、法人スタッフとしてのランドオペレーションが出来る若手人材の育

成、などが重要な課題となって来ている。 

 

●特に魅力を感じた地域の自然観光資源 

檜原村で特に魅力を感じた自然資源は「人為的に植林され、管理された美しい森」と「管理される事によって身

近にふれあうことの出来る多様な野生の動植物」と言える。また東京都の源流部に位置する南秋川である。 

さらにこれらの自然とふれあう中で生まれてきている「奥秋川固有の伝統芸能や食文化」にあると言える。 

 

●アドバイス（講義等）の概要 

■ツアー・プログラム開発のためのフェノロジーカレンダー制作とツアー企画の組み立て方のアドバイス 

エコツーリズムツアーの方式を伝えながら、檜原村本宿を中心にツアー企画を立てられるようにするためのフェ

ノロジーカレンダーを作成し、それを元に実現可能なツアー企画の組み立てと実施方法についてのアドバイスを行

った。 

 

●全体構想への取組状況・意向について 

今後の意向としては、課題にも書いたが、いまは若者と商業設備の集中している本宿地区を中心にエコツアー実

施を考えているが、今後は、奥座敷に位置する温泉地区である数馬地区にも波及させてもらい、檜原村のエコツー

リズムの 2 極拠点の形成を図って頂きたいと思う。 

檜原村ではまだ行政の中に協議会を作って構想を作ろうという機運が熟するまでには至っていない。ようやく若

手が積極的に活動を始めて、エコツーリズムを活用しようとし始めている時点である。今後 NPO 法人フジの森に

よってエコツアーが実施され実績が蓄積されて行けば、村行政も動き始めると考えられる。 
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●地域に対する印象、今後地域に期待すること（メッセージ） 

檜原村は、以前に比べて地域で、お豆腐屋さん、ガイドさん、など第二世代として家の跡を継ぎ地域で活躍を始

めた若者の関心が高まっている事が感じられた。 

ただ現実問題としてかなり日常活動に忙しく、自らがガイドとなって活動する事は難しいが、ランドオペレーシ

ョンされた企画にお客さんをガイドが連れてくれば、観光客に満足してもらい、十分なもてなしも出来るところま

で来ていると感じた。エコツアーの実施までもう一息だと思う。頑張ってほしい。 

今後は、更なる推進のためにも、本宿地区や数馬地区を中心に、エコツアー・プログラムを組み立て、プロモー

ションから販売までもっていくことのできるエコツーリズム・プロデューサー、あるいはランドオペレーターの役

割を NPO 法人「フジの森」が担って行く事が実現の可能性を高める事につながると思われた。 

 


